
  

 
 

目 的 
 
千代田区について、児童は各教科等の学習指導や学校行事、地域行事を通して学び、また、日々の生活

においても、さまざまな体験を重ねながら地域の文化・歴史・自然等を学んできている。千代田区につい

てのこうした学習や体験を、「千代田区子ども検定」として構成し、児童に提供する実践的研究である。 

 本研究の最終的な到達点として、千代田区内の小学生やその保護者が「検定」を楽しく受けて地域のす

ばらしさについて語り合い、千代田区についてさらに理解を深めたり、千代田区への愛着・誇りをより高

めたりすることを意図している。また、「検定」を作成するからには、学生にも千代田区について熟知す

ることが求められる。一連の研究活動を通して、学生も千代田区を「第二のふるさと」として親しむよう

になることが期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究内容・結果 
 

共立女子大学本澤ゼミ生を主体として、以下のような方法・手順で研究実践を進めてきた。 

○小学校中・高学年児童の視点から千代田区の地域素材（歴史・文化・自然等）について取材・調査等の

情報収集を行う。 

〇収集した情報をもとに、「千代田区物知り博士」を目指す「千代田区子ども検定」を作成する。 

〇「検定」は、小冊子の「お試し版」による部分公開を経て、最終的には特設ホームページで公開する。 
 

28 年度は、検定問題 10 問からなる小冊子「お試し版」として部分公開した。千代田区内の８校の中・

高学年児童全員に「お試し版」を配布し、実際に検定問題が体験できるようにした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察・まとめ  
■ 地域素材の教材化、発信の必要性 
「子ども検定お試し版」の各学年の正答率からは、学年が進んでも地域に関する情報獲得が充実すると

は限らないという結果を得ることができた。情報収集力、行動力ともに大きくのびる小学校中高学年の時

期に、地域に関する情報が増加していないとするならば、児童が地域素材にふれる機会を積極的に設け、

地域への愛着や誇りを実感できるよう働きかけていくことは極めて重要である。  
■ 検定問題作成の視点 
 検定問題の作成においては、そこに盛り込む情報の質、児童の生活や興味・関心の把握、検定問題にお

ける「難しさ」（固有名詞、難語句等）への配慮などを視点とする必要があることが改めて確認された。

今後も、千代田区児童の地域への愛着・親しみがさらに高まるよう、検定問題の作成・発信を継続したい。 
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